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県
で
は
、
県
外
の
大
学
、
短
大
、
専
修

学
校
等
に
進
学
さ
れ
た
方
の
県
内
へ
の
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
を
支
援
す
る
た
め
に
、
県
内

企
業
説
明
会
「
ふ
く
い
企
業
探
訪
」
を
東

京
・
名
古
屋
・
大
阪
で
開
催
し
ま
す
。
県

内
で
の
就
職
の
足
掛
か
り
に
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
県
外
に
進
学
さ
れ
て
い
る
お
子

さ
ん
な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
後
も
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
県
か
ら

の
就
職
関
連
情
報
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
福
井
県
Ｕ
タ
ー
ン

情
報
セ
ン
タ
ー
」
へ
登
録
い
た
だ
く
か
、

県
労
働
政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
・
情
報
提
供
は
無
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ふ
く
い
企
業
探
訪

〈
東
京
会
場
〉

・
日
時　

２
月
18
日
（
土
）
12
時
〜

・
会
場　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

・
参
加
予
定
企
業　

40
社

〈
名
古
屋
会
場
〉

・
日
時　

2
月
11
日
（
土
）
12
時
〜

・
会
場　

愛
知
県
産
業
貿
易
館

・
参
加
予
定
企
業　

40
社

〈
大
阪
会
場
〉

・
日
時　

2
月
25
日
（
土
）
12
時
〜

・
会
場　

大
阪
城
ホ
ー
ル

・
参
加
予
定
企
業　

60
社

●
福
井
県
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
i-u
tu
rn
.co
m
/

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
産
業
労
働
部
労
働
政
策
課

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
３
９
０

U
タ
ー
ン
就
職
企
業
説
明
会

「みんなの小浜線」図画コンクール入選作品展示！「みんなの小浜線」図画コンクール入選作品展示！
　　　　　　　　　　　　　　　　　～みんなの夢が動く電車内に描かれます～
　小浜線利用促進協議会では、嶺南7市町村の小学校4年
生を対象に「未来の小浜線に走ってほしい列車」をテーマ
として、図画コンクールを開催します。入選作品は、小浜
線車両内に展示されますので、皆さんぜひお誘いの上、地
域の子どもたちが未来の小浜線へと夢に描いた作品をご鑑
賞ください。
　また、この機会を利用して環境にやさしい「みんなの小
浜線」を一層ご利用くださいますようお願いします。

● 作品展示期間　2月1日（水）～2月28日（火）
　　　　　　　　（１か月間）
● 作品展示場所　JR小浜線車内ポスター
　　　　　　　　（中吊りポスター部分）
　　　　　　　　　　但し、朝の4両編成は除く
※お問い合わせ先
　小浜線利用促進協議会　☎0770‐53‐1111
　（小浜市役所 鉄道新線・公共交通課内）

美浜町住民活動災害補償制度美浜町住民活動災害補償制度
【傷害補償】
　管理者側の賠償責任の有無に関わらず、住民活動参

加者が活動中に発生した事故により死亡やケガをした

場合に補償されます。

・死亡補償金　300万

・後遺障害補償金　9～300万

・入院補償金　日額3,000円（180日を限度とする）

・通院補償金　日額2,000円（90日を限度とする）

　　　　　（入院・通院併せて180日を限度とする）

【賠償責任補償】
　住民団体等の指導者が活動中に管理監督者等の過失に

より、参加者や第三者が負傷した場合や財物に損害を与

え、法律上の損害賠償を負った場合などが対象です。

補償される金額〈てん補限度額〉　〈免責額〉

【身体】1人　　　6,000万円　　　5,000円

　　　　1事故　　　　 2億円　     5,000円

【財物】1事故　　　100万円     　5,000円

※お問い合わせ先　町住民生活課（担当・津原）
　　　　　　　　　　　　　☎３２－６７０３

●住民活動災害補償制度とは…
　区や子ども会、老人クラブなどの各種の住民団体
が行う住民活動中に、偶然起こった事故により参加
者がケガをしたり、死亡した場合や、ボランティア
で活動している指導者が法律上の賠償責任を被った
損害を補償する制度です。
●対象となる住民団体は…
　活動拠点を町内に置き、かつ５人以上の町民で組
織されている団体です。また、当該団体において全
体の７割以上を町民が占める場合には町外の方も対
象となります。
●対象となる住民活動は…
　住民団体が無報酬で行う社会福祉活動や文化・ス
ポーツ等のボランティア活動です。
●補償金の請求の手続きは…
　事故等が発生した場合、補償金の請求手続きは住
民団体の責任者が行ってください。
①事故の通知　②補償金請求書類の提出
　住民活動災害補償制度を適用する場合は、事前に
団体登録が必要となります。

町民みなさんが利用できる制度です



美浜町歴史シンポジウム 【11日】
13:10～ 記念講演「古代地方寺院の調査と活用」
13:50～ 報告１「古代遠敷郡の寺院と集落そして生産遺産」
14:40～ 報告２「古代三方郡の寺院と集落そして生産遺産」
15:30～ 報告３「興道寺廃寺と興道寺遺跡」
【12日】
  9:30～ 講演１「地方古代寺院の成立と展開」
11:00～ 講演２「若狭周辺の古代寺院と出土瓦」
13:00～ 講演３「古代寺院と在地社会」
14:15～ 講演４「興道寺廃寺のその後」
15:00～ シンポジウム「興道寺廃寺の謎に迫る
　　　　　　　　　　　　　　～古代若狭のテラとムラ～」

10:00～ 講演１「律令国家と在地社会　～若狭・隠伎・志摩～」
11:10～ 講演２「浦入遺跡から見た若狭湾岸の土器製塩」
13:00～ 報告１「湖西地域の官衙遺跡と製塩土器」
13:30～ 報告２「興道寺遺跡が語る律令集落と製塩土器」
14:00～ 講演３「都城出土木簡が語る若狭の塩」
15:00～ 講演４「若狭地方の土器製塩と官衙遺跡」
16:00～ シンポジウム「興道寺遺跡の謎に迫る～古代若狭のムラとシオ～」

会 期：２月１９日（日）　会 場：中央公民館ホール

会 期：２月１１日（土）・１２日（日）
会 場：町保健福祉センター「はあとぴあ」

興道寺廃寺の謎に迫る
　　　　～古代若狭のテラとムラ～

興道寺遺跡の謎に迫る
　　　　～古代若狭のムラとシオ～

土器製塩の風景
「ふくい発掘最前線1998」から転載

※お問い合わせ先　町教育委員会事務局〈文化財保護・町誌編纂室〉（担当・松葉）☎３２－００２７

※それぞれの講演・報告・シンポジウムは興味を
　お持ちの部分のみ参加することもできます。
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町
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
美
浜
町

誌
編
纂
委
員
会
を
設
立
し
て
、
全
11

巻
に
お
よ
ぶ
美
浜
町
誌
を
刊
行
中
で
、

春
に
は
、
６
冊
目
を
刊
行
す
る
予
定
で

す
。

　

こ
の
美
浜
町
誌
刊
行
に
際
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
貴
重
な
歴
史
、

民
俗
等
に
関
す
る
文
献
・
資
料
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
数

等
の
制
約
の
中
で
、
そ
の
す
べ
て
が
収

ま
り
き
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
、
「
美
浜
文
化
叢そ
う

書

刊
行
会
」
を
設
立
し
、
こ
れ
ら
の
貴
重

な
文
献
・
資
料
と
町
内
で
近
世
以
降
に

刊
行
さ
れ
た
り
、
町
内
の
関
係
者
が
個

人
で
刊
行
し
、
す
で
に
絶
版
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
書
籍
の
中
か
ら
、
美
浜
の
文

化
を
た
ど
る
上
で
、
重
要
な
位
置
を
占

め
る
も
の
に
つ
い
て
、
再
刊

・
復
刻
す
る
た
め
、
「
美
浜
文
化
叢

書
」
を
発
刊
す
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
美
浜
の
歴
史
、
民
俗
等
に
、

興
味
・
関
心
を
持
ち
、
保
存
し
て
行
く

こ
と
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
入
会

く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
員
に
は
発
刊
し

た
叢
書
を
1
冊
贈
呈
し
ま
す
。

●
年
会
費　

1
人　

１
，
０
０
０
円

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
保
護
・
町
誌
編
纂
室

☎
32
‐
０
０
２
７

【
刊
行
予
定
】

●
平
成
17
年
度
（
第
１
回
）
刊
行

　

小
林
一
男
氏
（
新
庄
）
が
「
農
協
だ

よ
り
」
な
ど
に
寄
稿
し
た
『
ふ
る
さ
と

の
く
ら
し
』
を
は
じ
め
、
氏
が
執
筆
し

た
も
の
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
18
年
度
（
第
２
回
）
刊
行

　

浅
妻
正
雄
氏
（
大
藪
）
が
、
個
々
に

執
筆
発
行
さ
れ
た
『
ふ
る
さ
と
散
歩
』

が
中
心
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
19
年
度
（
第
３
回
）
刊
行

・
未
完
の
大
正
12
年
『
耳
村
誌
』

・
明
治
４
２
年
９
月
刊
行
の
『
若
州
三

　

方
郡
案
内
』
ほ
か

●
平
成
20
年
度
（
第
４
回
）
刊
行

・
昭
和
30
年
陰
暦
５
月
、
本
間
諦
観
氏

　

稿
の
『
古
観
』

・
昭
和
47
年
早
瀬
郷
土
史
研
究
会
刊
の

　

『
早
瀬
の
里
』

・
昭
和
56
年
久
々
子
老
人
会
、
中
西
正
雄

　

編
『
久
々
子
の
里
』

・
白
井
忠
夫
氏
執
筆
の
『
麻
生
の
年
中

　

行
事
』

●
平
成
21
年
度
（
第
５
回
）
刊
行

　

鳥
井
家
本　

『
朝
倉
始
末
記
』

●
平
成
22
年
度
（
第
６
回
）
刊
行

　

『
美
浜
の
神
社
と
寺
院
を
歩
く
』
美

浜
町
誌
第
３
巻
『
拝
む
・
描
く
』
に
未

掲
載
分

美
浜
文
化
叢
書
刊
行
会　

会
員
募
集

美
浜
文
化
叢そ

う

書
刊
行
会　

会
員
募
集

叢
書
…
種
々
の
書
物
を
集
め
て
大
き
く

　
　
　

ま
と
め
、
一
定
の
形
式
で
継
続

　
　
　

し
て
刊
行
さ
れ
る
出
版
物
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12
月
23
日
に
、
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の

白
井
淳
夫
さ
ん
が
率
い
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
「
白
井
淳
夫
ス
ヰ
ン
ギ
ン
バ
ン
ド
」
の

ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
が
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ジ
ャ
ズ
の
定
番
曲
の
ほ

か
に
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
集
ま
っ
た
約
１
５
０
人
の
観
客
は

音
楽
に
合
わ
せ
て
、手
拍
子
を
し
た
り
、

体
を
揺
ら
し
た
り
す
る
な
ど
、
ジ
ャ
ズ

の
調
べ
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

クリスマスジャズライブクリスマスジャズライブ

ビッグバンドが
　　　　　クリスマスを演出

白井淳夫スヰンギンバンド白井淳夫スヰンギンバンド

町
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象

に
税
に
つ
い
て
学
ぶ
「
税
金
教
室
」
を
毎

年
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
11
月
25
日

に
新
庄
小
学
校
、
12
月
19
日
に
弥
美
小

学
校
、
1
月
16
日
に
美
浜
北
小
学
校
の

児
童
を
対
象
に
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
町
税
務
課
や
敦
賀
税
務
署

の
職
員
が
務
め
、
小
学
生
で
は
身
近
に

感
じ
る
機
会
が
少
な
い
「
税
」
に
つ
い

て
、
そ
の
使
わ
れ
方
や
大
切
さ
、
ま
た
、

「
も
し
税
が
な
か
っ
た
ら
」
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
ま
と
こ
ろ
に
税
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
社
会
を
支
え

る
税
に
つ
い
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し

た
。

暮らしを支える「税」って大切なんだね！

税金教室税金教室


